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本学服飾美術科学生 147名 （平均年令19歳）であり，居住別に分類する と自宅通学生63
名，寮生 41名，自炊生 32名，下宿生 11名である。
2. 調査方法
栄養及び食品摂取状況の調査は3 国民栄養調査に準じて行った。









(1) 学生 1人 1日当り栄養摂取量
学生 1人 1日当り栄養侵取量を表 1Iと示し，合せて比較のために昭和50年を目途とした
19歳女子の栄養所要量に対する充足率を図IK表わした。
表1 学生 I人 1日当り栄養摂取量
熱量 たん白質 脂肪 糖質 カルン 鉄 ※※※※ ヒ タ ミ ン
項 目 ウ ム
(Cal) 総量伊） 動物性た 伊） 〔l) 匂司b （砂） A( I.U) B1Cゆ B2G吻） C〔噌ん白質的
摂取量 1, 988 65. 7 30. 6 55町5 306. 4 423 11. 8 1,009 0. 65 0. 71 38 
標準偏差 427 15. 6 11. 5 17. 9 81. 8 166 3. 9 408 0. 19 0. 27 19 
※ ※※ ※※※ 
所要 量 2.150 65. 0 26. 0 49. 0 362.0 600 15. 0 2,000 l. 00 1. 10 50 
※ 昭和5日年目途の19才女子栄養所要量 ※※※ たん白質及び脂肪カロ リー比より算出









































熱量は 1988Calで所要量をや 〉下回っている。 穀類カロリー比は 50.1必を示し望まし
い数値 50ヲち～ 60予診の範囲にある。
たん白質は総量，動物性たん白質とも所要量は満たされており，特iと動物性たん臼質は
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一一分一一一一ー一一一一一一居一一住 別 自宅通学生 寮生 自炊生 下宿生 合計区 N= 63 N= 41 N= 32 N= 11 N= 147 
朝 3日間のうち全く欠食しなかった者
68. 2附 82. 9陶 81. 4陶 91. 0陶 76. 9附
II 1回欠食した者 17. 5 12. 3 6.2 9. 0 12. 9 
， 2回 ， 6. 4 2. 4 6. 2 。 4. 8 食 ， 3回 ， 7. 9 2. 4 6. 2 。 5. 4 
昼 3日閣のうち全く欠食しなかった者 90. 5 
97. 6 100. 0 72. 7 93. 2 
， 1回欠食した者 7. 9 2.4 。 27. 3 6. 1 
II 2回 ， 。 。 。 。 。食 ， 3回 ， l. 6 。 。 。 0. 7 
タ
3日間のうち全く欠食しぽかった者 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 
， 1回欠食した者 。 。 。 。 。
， 2回 ， 。 。 。 。 。食




区一7一一一一旦工別 自宅通学生 寮生 自炊生 下宿生 合 計N= 63 N= 41 N= 32 N= 11 N= 147 
3日間のうち主食を 1回抜いた者 20. 6 ( %) 7. 3 ( %) 18. 7 ( %) 18. 2 ( %) 16. 3 ( %) 
， 2回 ， 6. 3 。 3. 1 9. 1 4. 1 
， 3回 " 。 4. 9 。 。 1. 4 





自炊生p 自宅通学生，寮生はほぼ所要量iζ近いが下宿生は 78 予診の充足率である。居住
別に有意性があるか分散分析にかけて検討した結果，危険率 5予診以下で有意差が認められ，
下宿と他三者，それぞれの聞の差が明
らかになった。カロリ ーの構成比率を 図3 熱量の食品群別摂取構成比較
図 3で見ると摂取量の一番多い自炊生一生いミ州、川 26s js6匡雪
で穀類よ り 52予診，動物性食品より
20 予ち，油脂より 8タ診，その他の食品よ 寮
り 209与を得ている。自宅通学生，そ
生 総ぷ三辺、＂~ii igo Jso ~三塁
自炊生おぷミマ〈ミ刈 2与z]s3m冨
の他も似たような割合を示しているが，





























fこ ん 臼 質
居 住 lU 熱 量 日旨 肪 糖 質 カ Jレシウム
(Cal) 総 量伊） 動臼物質 性 (9) 伊） 旬）たん (9) 
自宅通学生
2,038 69. 1 3. 6 58. 4 324.4 408 
( 397) ( 15. 3) ( 1. 7) ( 19. 6〕 ( 99. 2) ( 153) 
寮
2,016 63. 0 l. 1 52.2 302. 3 487 
生
( 443) ( 15. 3) ( 64) ( 12. 0) ( 62. 6) ( 138) 
自 炊 生
2, 083 66. 2 30. 1 60. 6 315. 2 428 
(443) ( 16. 8) ( 15. 2) ( 20. 4) (57 5) ( 203) 
下 宿 生
1, 676 54. 6 22. 4 46. 9 248. 5 334 
(293) ( 10. 1) ( 6. O) ( 1. 2) ( 57. 4) ( 136) 
有 意 性 Pく0.05 Pくo.05 Pく 0.025 Pく 0.05 Pく 0.05 Pく0.025 
ビ タ ミ J〆
居 住 lU 鉄
旬） A ( IU) B1 （明 & （槻 c （瑚
自宅通学生
12. 2 1, 014 0. 68 0. 72 35 
( 3. 5) (410) ( 0 20) ( 0 26) ( 16) 
寮 生
1. 9 1, 110 0. 63 0. 73 44 
(1 9) ( 375) (O. 09) ( 0.15) ( 11) 
自 炊 生
1. 5 957 0. 63 0. 76 39 
( 4.2) ( 417) ( 0.15) ( 0. 29) ( 26) 
下 宿 生
12. 0 758 0. 55 0.44 31 
( 8.1) ( 351) ( 0. 35) (O. 39) (24) 







( % ) 
たん臼質 ビ タ ミ ン
居住別 熱量 脂肪 糖質 カノレシ 鉄ウム
総 量 動たん物白質性 A B1 B2 c 
自宅通学生 94.8 106.3 129.2 119.2 89.6 68.0 81.3 50.7 68.0 65.5 70.0 
寮 生 93.8 97.0 115.8 106.5 83.5 81.2 79.3 55.6 63.0 66.4 88.0 
自炊生 96.9 101.8 115.8 123.7 87.1 71.3 76.7 47. 9 63.0 69.1 78.0 

















ビタ ミンAは， 全栄養素中で最も充足率が低い。 バター，牛乳， 緑黄野菜の とり方が比
較的良い軍事生でも 56予弱、最も悪い下宿生は40必にも満たない状態にある。四者聞に明らか
な有意性は認められなかった。

























居住別学生 1人 1日当りの食品群別摂取量と 19歳女子 1人 1日当りの食糧構成基準を表
6に表わした。
表6 食品群別摂取 量 の比較 c g) 







野菜類 野菜類 肉類 乳製品
自宅通学生 350 42 15 25 39 34 152 64 63 47 139 152 18 
寮 生 325 53 21 23 35 43 218 64 53 25 191 80 22 
自炊生 376 41 15 24 33 31 151 40 58 49 183 154 21 
下宿生 334 39 9 13 37 32 157 38 55 38 88 88 41 
平 均 348 45 16 23 37 35 171 57 58 41 159 128 19 
































































































































































































食料材費 動食品物価格性 その他価格の居 住別 総額 標準偏差 穀類価格 標準備差 標準偏差 食品 標準偏差
自宅通学生 353. 3円 101. 4 61. 7円 14. 1 132. 1円 60. 9 159. 5円 72. 8 
自炊生 324.5 79. 2 69. 2 22. 4 114. 5 57. 2 140. 8 54. 5 
寮 生 322. 4 65. 0 64.7 18. 2 98.1 25. 2 159.6 46. l 
下宿生 262.0 68. 6 54.0 10. 0 95.6 24. 9 112. 4 58.3 

















35.3 ・ 図11143.2円とな り， その構成比は， 自




100 寮生，324.5円，次いで自炊生，円， 50 
合（労）押l322.4円，下宿生，262.0円のi頂になる。
自その他の食品図 殺類臼動物性宣品四者の中自宅通学生の食材料費は，
食 品 群 基準量（g)価調絡査円時 昭現和在49価年格10円月
穀類
米 290 45.06 58.00 
,'I ザノ 50 12. 50 15. 62 
麺 類 35 4. 90 7. 00 
L、 も 類 50 4. 27 6.80 
砂 糖 類 20 4.00 6.80 
油 目旨 類 20 11. 39 48.10 
豆類
大豆及び大豆製品 40 15. 25 44. 00 
み そ 20 3.00 3.60 
その他の豆 5 l. 92 2.00 
野菜類
緑黄野 菜 70 41. 52 40.00 
淡 色野菜 160 31. 45 41.10 
海 草 類 2 6. 70 8.00 
魚 介 類 70 35. 35 48.65 
獣鳥肉類 40 50. 00 57. 00 
卵 類 45 14. 40 18. 00 
乳類
生 乳 150 19. 50 29.20 
手L 製 品 5 4 10 11. 30 
果 実 類 160 36.10 40.00 
菓 子 類 20 24.00 35.00 














































~ 80未満 80～89 90～99 100～109 110～119 120以上 d口"' 五十 平均値 標準偏差
19 W 34 49 24 6 2 134 
入学時 92. 7 11. 39 
(14. 2%) ( 25. 4 ) ( 36 6) ( 17. 9) ( 4. 4. ) ( 15 ) ( 100. 0) 
16 (N 42 44 28 3 1 134 
1 年後 92.2 11. 27 
( 11. 9%) ( 31. 4 ) ( 32. 9 ) ( 20 9 ) ( 2. 2 ) ( o.7 ) ( 100. 0 ) 
表1 ブローカ一指数平均値及び増減値
表10 女子学生ブローヵ一指数の推移 居 住 lU 入 学時 1年後 増減値
年 度 s. 30 s. 35 s. 40 s. 45 s. 46 自宅通学生 91. 38 90. 13 - 1.25 
※ 
指 数 92. 4 91. 8 91. 5 91. 3 91. 0 寮 生 93. 23 94.02 十 0.79 
※ 学校保健統計調査より算出した19才女子の平均値
自 炊 生 94. 81 94. 26 - o. 55 
下 宿 生 92. 80 91. 48 1. 32 
19 
平均値は入学時92.7，入学一年後は 922と全国平均よりわずかえよが ら上回っている。
（表 10 ) 110以上の肥満傾向の者は少なく入学時でも 6勿，一年後は 3予ちに減少している。























もかたよりや不足が目立つ。 特に下宿生の栄養摂取状況は悪く， 鉄，ビタミ ：， Ai・ B1を除
いた各栄養素i乙於いて有意性が認められた。
(5），食材料費は， 1人 l日当り平均 315.5円であり，居庄別にみると自宅通学生 353.5 
円で他は自炊生 324.5円，寮生 322.4円，下宿生 262.0円となっている。


















7）沢田祥子 ・北村悦子 ・奥田洋子：学生の生活時間調査，北海道女子短期大学研究紀要， 第7号， 1974。
( 1974・1 ・30) 
